
第７回沖縄県軽石問題対策会議

日時：令和４年３月 29日（火）

次 第

１ 報告事項

(1) 漂着等の状況と対応について

(2) 軽石利活用に関するアイディア集の公表について

２ その他



沖縄県軽石問題対策会議報告事項
令和４年３月25日（金）

所管部局：環境部、土木建築部、農林水産部

件名 軽石大量漂流・漂着状況と対応について

１．漂着状況及び回収状況について（3/18時点）
(1)環境部関係

・ 県、市町村等による回収量は約54,000立方メートル（添付資料１）。

・ 25市町村が海岸の軽石回収に取組んでいる。（市町村回収分：

約12,000立方メートル）

(2)土木建築部関係

１）海岸

・漂着が確認されている38市町村のうち、11市町村で回収実施中、

23市町村で回収予定。

※大宜味海岸（根路銘～大兼久）では、令和３年11月に一旦回収

完了したが再漂着のため再度実施中。

・回収状況及び各土木事務所の回収業務発注状況

回収予定量 102,240立方メートルのうち、4,775立方メート

ルを回収済み。

また、発注予定業務 22件のうち、以下 13件発注済み。

北部土木事務所 ５件（今帰仁村、名護市、大宜味村、東村、

国頭村の海岸）

中部土木事務所 ２件（中部東海岸、中部西海岸）

内容 南部土木事務所 ２件（久米島町海岸、南部管内海岸）

宮古土木事務所 １件（平良島尻海岸）

八重山土木事務所 ３件（竹富町、石垣市、与那国町の海岸）

２）港湾

・軽石漂着は38港湾（県管理35、県管理以外３）。

・このうち、船舶の航行及び係留に支障が生じた県管理の７港湾

及び那覇港で災害復旧事業による回収が行われた。

・回収中は２港湾（奥港、運天港）で、そのほか６港湾は回収を

一旦完了し状況を注視しているところ。

（回収実施港湾）

県管理：①前泊港、②内花港、③仲田港、④徳仁港、⑤本部

港、⑥奥港、⑦運天港

県管理以外：①那覇港

報告事項１



・運天港では、令和３年12月10日から港湾法第55条の３の３に基

づき国と県で協同して対応している。

３）河川（県管理）

・11河川で潮の満ち引きや風等により漂流・消失を繰り返してい

る。

(3)農林水産部関係

１）漁港

・軽石漂着は63漁港（現在、漁業活動に支障が生じている港は

無し）

・このうち、漁業活動に支障が生じた７漁港で災害復旧事業に

よる回収が行われ概ね作業が完了した（回収量累計：3,220立

方メートル）。その他の漁港については状況を注視している。

（回収実施漁港）

県管理：①辺土名漁港、②安田漁港、③宜名眞漁港、④港川漁港、

⑤波照間漁港

市町村管理：⑥運天漁港、⑦久高漁港

２）農林水産部所管海岸

・漂着を確認した海岸は、農地海岸72中の56海岸、漁港海岸52

中の44海岸

・漂着量の多い海岸 19海岸（農地海岸18、漁港海岸1）

・漁港や港湾等へ影響を与える海岸を優先し、14海岸の回収に

着手（回収量累計：2,928立方メートル）

（回収実施海岸）

①国頭村辺土名(漁港海岸）、②本部町具志堅、③今帰仁村運天、

④伊是名村内花･屋ノ下･勢理客･伊是名、⑤本部町備瀬・具志堅、

⑥国頭村辺土名(農地海岸)、⑦久米島町仲里、⑧宮古島市狩俣東

部･長北･浦底･新城

※①～⑦は漁協へ委託、⑧は建設業者へ委託

・回収完了は６海岸、実施中は８海岸。

２．広域仮置場の運用開始について （添付資料２）

(1) 北部仮置場（名護市内）

・保管容量：約55,000立方メートル

・令和４年2月28日から使用開始

(2) 南部仮置場（糸満市内）

・保管容量：約29,000立方メートル



・令和４年３月19日から使用開始

３．利活用等の状況について

１） 利活用促進の取組状況について

・利活用アイデア集としてとりまとめ、ホームページに掲載中

・４件の利活用案について、県で検討作業を進める。

２） 軽石の無償譲渡について

ホームページで県及び６市村（伊江村、伊平屋村、うるま市、

豊見城市、中城村、宮古島市）の受付窓口を案内中。

３）災害復旧事業（港湾、漁港）による回収分について

災害復旧事業により回収した軽石は、鉱山跡地への整地利活用

（埋め戻し等）の実施又は実施に向けた調整を行っているところ。

４．その他

１） ヒジキへの影響について（与那原・西原町漁協 瀬底参事に聞き取り）

・今期の収穫量は 40-50 トン、原料単価 200円/kgを見込んでいた。
・被害額については、算定中。（新聞報道にあった被害額（ 600-700
万円）は、漁協のコンセンサスを得ないままマスコミに口外したもので、

公式な見解ではない。）

・取引業者は、 X 線による異物検知など検討しているようだが、コスト
が課題。

・ヒジキ収穫に従事していたのは組合員 3名とアルバイト 7名程度。
・取引業者は、風評被害により消費者や小売店が県産ヒジキを敬遠

してしまうことを懸念しており、あまり騒ぎ立ててほしくない意向。

２） 対応方針

・「漁業現場における軽石対策実証試験委託業務」を活用し、佐

敷中城漁協が、アーサと軽石を効果的に選別できる手法を開発し

ていることから、当該成果についてヒジキにも利用できる可能性

があるため、情報提供を行う。

・関係機関との情報共有及び情報収集に努める。



軽石・回収済み数量（R4.3.18時点まとめ）

環境部、土木建築部、農林水産部

回収量 回収量
管理主体 回収地域 2/15時点 3/18時点

1 国頭村（辺土名漁港） 1,330㎥ 1,330㎥ 
2 国頭村（安田漁港） 1,080㎥ 1,080㎥ 小計
3 八重瀬町（港川漁港） 80㎥ 80㎥ 
4 竹富町（波照間漁港） 40㎥ 90㎥ 2,580
1 南城市（徳仁港） 800㎥ 800㎥ 
2 本部町（本部港_本部地区） 1,600㎥ 966㎥ ←精査により修正

3 本部町（本部港_渡久地地区） 100㎥ 51㎥ 
4 今帰仁村・名護市（運天港） 13,450㎥ 27,673㎥ 
5 伊是名村（仲田港） 230㎥ 234㎥ 
6 伊是名村（内花港） 340㎥ 346㎥ 
7 伊平屋村（前泊港） 500㎥ 370㎥ 小計
8 国頭村（奥港） 200㎥ 200㎥ 30,640

海岸 1 大宜味村（大兼久、根路銘、津波） 620㎥ 1,003㎥ 
（県土木） 2 今帰仁村（今泊、古宇利） 55㎥ 528㎥ 

3 本部町（水納島、瀬底島） 103㎥ 193㎥ 
4 名護市（喜瀬、幸喜、真喜屋） 135㎥ 1,080㎥ 
5 国頭村（辺土名、桃原、伊地） - 270㎥ 
6 読谷村（長浜） - 76㎥ 
7 うるま市（照間、与那城、宇堅） - 128㎥ 
8 南城市（安座真、玉城） - 300㎥ 
9 宮古島市（平良島尻） 6㎥ 207㎥ 

10 石垣市（伊原間、平久保） 427㎥ 494㎥ 小計
11 竹富町（黒島、新城） 465㎥ 496㎥ 4,775

海岸 1 国頭村（辺土名漁港海岸） 154㎥ 154㎥ →業務終了
（県農林） 2 本部町（具志堅海岸） 240㎥ 240㎥ →業務終了

3 今帰仁村（運天海岸） 450㎥ 450㎥ →業務終了

4
伊是名村（内花、屋ノ下、勢理客、伊是名
海岸）

1,007㎥ 1,007㎥ 

5 本部町（具志堅、備瀬海岸） 250㎥ 520㎥ →業務終了

6
国頭村（辺土名農地海岸、辺土名漁港海
岸）

20㎥ 140㎥ →業務終了

7 久米島町（仲里漁港海岸） 0㎥ 160㎥ →業務終了

8
宮古島市（狩俣東部、長北、浦底、新城海
岸）

0㎥ 257㎥ 2,928

1 糸満市（自然海岸） 35㎥ 35㎥ 
2 豊見城市（美らsunビーチ） 18㎥ 18㎥ 

3 南城市（久高漁港、知念安座間海岸、知念海洋レ
ジャーセンター、久手堅海岸、佐敷海岸）

264㎥ 264㎥ ←
うち140が久
高漁港

4 大宜味村 30㎥ 30㎥ 

5 今帰仁村（運天漁港、その他漁港、河口、海
岸）

1,671㎥ 2,120㎥ ←うち500が運天漁港

6 本部町（新里漁港海岸、具志堅海岸、備瀬海岸、
水納海岸、アンチ浜ビーチ）

1,000㎥ 1,000㎥ 

7 恩納村 3,592㎥ 3,592㎥ 
8 中城村（久場、当間、北浜地区） 13㎥ 30㎥ 
9 伊江村（東江前海岸） 200㎥ 494㎥ 

10 北谷町（アラハビーチ） 8㎥ 8㎥ 
11 多良間村 70㎥ 160㎥ 

12 渡嘉敷村（港湾、渡嘉志久ビーチ、阿波連ビー
チ、漁港）

650㎥ 650㎥ 

13 石垣市（登野城漁港、石垣港離島ターミナル、伊
野田漁港、石垣新港地区、浜崎マリーナ）

15㎥ 64㎥ 

14 北中城村（美崎海岸） 27㎥ 27㎥ 
15 うるま市 1,200㎥ 1,200㎥ 
16 浦添市（牧港漁港、空寿﨑） 349㎥ 349㎥ 
17 座間味村 108㎥ 108㎥ 
18 伊平屋村 515㎥ 515㎥ 
19 宮古島市（池間島海岸、宮古島東海岸） 113㎥ 398㎥ 
20 国頭村（村内海岸） 256㎥ 256㎥ 
21 与那国町（祖納港、ナンタ浜） 2㎥ 2㎥ 
22 与那原町（板良敷沿岸線） 442㎥ 460㎥ 
23 久米島町 712㎥ 712㎥ 小計
24 名護市（屋我地漁港海岸） 200㎥ 453㎥ 
25 渡名喜村（村内海岸） - 371㎥ 12,945

那覇港 那覇港管理組合（新港ふ頭地区、浦添ふ頭地
区、波の上ビーチ）

500㎥ 524㎥ 

※小数点第１位を四捨五入。 35,672㎥ 54,763㎥ 

県漁港

県港湾

市町村
※市町村が実
施した回収
(ボランティ
アによる回収
を含む）

2022/2/15火の琉球新
報報道（参考）
・沖縄総合事務局は今
帰仁村運天港で回収し
た軽石約11,400㎥を、
中城港の2カ所に保管
中。
・「軽石の埋立処分に
関する技術検討委員
会」の会合で同軽石を
浚渫土砂と混合し中城
港湾泡瀬地区の土砂処
分場で埋立処分する計
画を検討している。

県16,673m3＋国
11,000m3=27,673m3

※2月15日の琉球新報の報道
によると国は運天港におけ
る回収量は11,400㎥とされ
ており、県が把握している
国の運天港における回収量
（7,900㎥）と差があるがそ
の理由は以下のとおり。

【沖総局聞き取り】
11,400m3の内訳（概数）
○運天港　約11,000m3
・7,900m3 (砂利採取運搬船
で回収）
・3,100m3（小型船で回収）
※実証実験
○運天港以外での実証実験
約400m3
・運天港での国の回収は、
12/10から行われており、そ
れ以前の回収技術実証実験
（11月～）による.
・実証実験は、中城湾港、
奥港、瀬底島沖など各地で
行われた。

添付資料１



〇 軽石広域仮置場の設置・運用状況

１）北部仮置場 （名護市大西４丁目_名護商業高校跡地）

日時 調整事項

令和3年 11月～ ・候補地の絞り込み（５箇所）

令和4年 1月26日

~2月15日

・管財課、名護市、大西区自治会説明

2月21日～ ・ビラ配布：仮置場の周囲及び沿道のおよそ200戸に配布

2月28日～ ・北部土木事務所が搬入開始

２）南部仮置場 （糸満市西崎１丁目_県水産海洋技術センター跡地）

日時 調整事項

令和3年 ・候補地の絞り込み（3箇所）

令和4年 12月15日

~1月28日

・水産海洋技術センター、糸満市、西崎１丁目自治会、西川町

区、近隣保育園説明

2月9日～ ・ビラ配布：西崎1丁目及び西川町のおよそ1,600戸に配布

（糸満市の2月広報誌に綴じ込み）

3月1日 ・搬入受付開始

3月19日 与那原町が搬入（土のう袋で300袋）

保管面積

約 34,000㎡

保管可能容量

約 55,000㎥

保管面積

約 18,000㎡

保管可能容量

約 29,000㎥

添付資料２



R4/3/24（環境部）
軽石利活用に関するアイディア集の公表について

１ これまでの経緯
○令和３年11月24日～12月８日
漂着軽石の利活用に係るアイディアを一般から募集した結果、45者か
ら88件の応募があった。

○令和４年１月～
応募アイディアについては、関係部課を対象に実現の可能性に係る調
査を実施し、県で利活用を検討する事業として４件

※
を選定し、現在、

検討作業を進めているところ。

※県で活用を検討する事業
農業用土壌改良材（野菜や作物栽培）
農業用園芸資材
赤土流出防止濾材（フトン籠）
農業用暗渠排水濾材

○令和４年３月２日
上記以外の実現可能なアイディアの一部をアイディア集としてとりま
とめ、ＷＥＢ掲載した。（ https://okinawa-karuishi-rikatsuyo.jp/ ）
※３月24日時点で26件掲載。順次、追加し、最終的に80件程度掲載す
る予定。

本アイディア集には、軽石の積極的な利活用を促進するため、以下の
事項を掲載している。（別紙参照）
①実現可能なアイディア
②県や市町村で回収した軽石の保管場所や譲渡の方法
③漂着軽石に関する試験結果
④問合せフォーム（提案事業者への問合せ、自治体への問合せ）
※ＷＥＢサイト作成受託事業者による利活用希望者とのマッチング

○令和４年３月22日
アイディア集を広く周知するため、県広報媒体「ラジオ県民室」で放
送した。（３月中に計２回放送予定）

２ 今後の対処方針
○残りのアイディアも、提案事業者への利活用方法等の聞き取りや法令上
の問題点などを補完した上で、順次、アイディア集に追加掲載する。

○県や市町村で回収した軽石の保管状況などの情報を定期的に更新し、最
新の情報を提供する。

○今後、利活用状況等をフォローアップしていく。

報告事項２










